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令和７年２月 発行 

２月と言えば、何を思い浮かべますか。節分と並ぶ２大イベントの１つに、14日のバレンタインデーがあり

ますね。この日は、多くの人がチョコレートを交換する風習があります。どこに行ってもチョコレートがよく売れ

る日です。さてここで問題です。「お互いが持っている“あるもの”を交換すると、その数が増えていくものが

あります。その“あるもの”とは一体何でしょう？」 

・・・・・・・・・答えは、「アイデア」です。これは、イギリスの劇作家が残した「もし君と僕がりんごを交換した

ら、持っているりんごはやはり、１つずつだ。でも、もし君と僕がアイデアを交換したら、持っているアイデアは

２つずつになる」という言葉が元になったお話（なぞなぞ）です。よく、１＋１は３や４になると言いますね。せっ

かくですから、困ったときは、誰かと話をして、アイデアを交換してみませんか。誰かとちょっと話をしてみる

と、ふとしたきっかけで何か変わることもあるかもしれません。 

いよいよ今年度の終わりが近づいてきました。長良高校すべての職員が、長良高生の頑張りを応援して

います。節分を過ぎれば暦は「立春」。春はすぐそこまで来ていますよ。１～３年生すべてのみなさんが、これ

までの力を発揮できますように！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度のスクールカウンセリングはすべて終了しましたが、 

何かお話したいことがあったら、気軽に教育相談室（南舎１階）を訪ねてください。 

来年度の予約については、令和７年４月に案内をします。 

スクールカウンセラーについて 

った に 言 

日本語の始まりは愛です 

宇野 嘉朗 先生 

「命っ！！」というギャグをご存じですか。お笑いコンビ「T I M」のゴルゴ松本さんが命の形を体で表

現しながら発するギャグです。そのゴルゴ松本さんは、少年院等を回って漢字や歴史を題材に話をする

「命の授業」という活動をしています。その中に「日本語の始まりは愛」という話があります。50音からな

る日本語ですが、あいうえお・・・ですよね。「あい」から人生が始まるということです。人を好きになった

り、思いやったり、様々な形の愛が存在します。愛し愛されることが生きていく根幹だということですね。そ

んな人になりたいと思っています。そういえば、誰かと会ったら「あいさつ」しますよね。ここにも「愛」があ

りました。「愛」のある「あいさつ」がいいですよね。みなさんも様々な「愛」、見つけてみてください。 


